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【役員人事】
　■㈱大洋堂
　㈱大洋堂（名古屋市中川区大畑町

2‐30）では、この程役員人事を行い、

代表取締役社長に大河内康史氏、代

表取締役会長に大河内孝男氏が就任

した。

　■プリ・テックグループ
　プリ・テックグループでは、この

程役員人事を行い、下記の新体制を

敷いた。

　プリ・テック㈱（愛知県西尾市緑

町1‐24）では、代表取締役社長に森

邦明氏が就任。

　半田中央印刷㈱では、取締役社長

に森邦昭氏が就任。

　トーヨー印刷㈱では、代表取締役

社長に髙井昭弘氏が就任。

　プリテックメディア㈱では、代表

取締役社長に髙井秀和氏が就任。

　■東栄株
　東栄㈱（春日井市中切町3‐3‐1）

では、この程役員人事を行い、代表

取締役社長に吉田和彦氏、代表取締

役会長に吉田毅氏が就任した。

　【合併・社名変更】
　「株式会社シノハラ」新発足

　株式会社篠原鐵工所と篠原商事

株式会社は、この程製版統合の上新

社名「株式会社シノハラ」と社名を

改称し、10月１日新発足した。代

表取締役は篠原幹夫氏。住所＝静

岡県静岡市葵区産女1022　TEL＝

054‐276‐2008。

■ポスターグランプリの審査会が行
われ、グランプリ（最優秀賞）ほか
各受賞者が決まりました。審査にあ
たった高北審査委員長が「応募作品

のレベルの高さがうかがえた。ポス
ターグランプリを通じ学生と印刷業
回の相互関係、認識が深まったこと
と思う」とコメントしています。来
月号で表彰式、展示会の模様をお伝
えします。

－ 14 － － 3 －

巻頭言

　愛知県印刷工業組合では、COP10の開催に協
賛し、初の試みとして「環境保護」をテーマに
した第１回ポスターグランプリを開催しました。
　愛知県の高校生以上の学生たちを対象に行わ
れたコンテストには、沢山の作品を応募してい
ただきました。優秀な作品が多数あり入賞・入
選作品を電気文化会館で展示・表彰をしました。
　中部経済産業局を始めとする後援していただ
いた皆様と各企業の方々には、たいへんお世話
になりありがとうございました。
　また、今回審査委員長である名古屋造形大学
の高北校長先生を始めとする審査員の皆様にも
たいへんお世話になりました。それと経営革新
委員会の皆さんもお疲れ様でした。
　おかげさまで、手探り状態ではありましたが、
一応成功に終わったのではないかと考えていま
す。今回の反省を含めて、次回開催するかを決
めて行きたいと思います。
　今回応募の学生さんたちは、ほとんどがデザ
イナーの卵です。デザインと我々印刷業は、非
常に近いところにあります。できればこのポス
ターグランプリが、我々印刷業界の登竜門的な
存在になれると良いと思っています。
　団塊ジュニアの就職を最後に新たに学校を卒

業して社会に入る若者が減り、一方、数の多い
昭和10年代生まれの定年退職者が本格化したた
め、就業者総数の減少が生じたのです。
　しかしながら我が国の「総需要の縮小」は
国民の加齢、少子化によるところが大であり、
「構造的なデフレ体質」はここに起因するので
はないでしょうか。需要が縮小し続ける構造に
なっているのですから、今後も淘汰による供給
の削減は必然と考えられます。
　世界経済が回復したとしても、日本の消費
が以前のように戻ることは無いと思います。過
当競争の優勝劣敗が続く中を、３年先、５年先、
10年先へと生き抜かなくてはなりません。現
に10年前、輪転機にインクジェットが付いてい
たりして、なんて夢物語を言ってはいましたが、
すでに現実味を帯びています。
　想像以上に早いスピードで環境が変わる時
には、現状認識だけでなく、時代認識も求めら
れます。今はどういう時代なのかという認識が
あって初めて行動に移すことができます。課題
を見つけ、的確に次の手を打っていく。自立し
て生き抜くには、リーダーの臨機応変な決断と
行動力が試されるのではないでしょうか。

「臨機応変の決断と行動力」
  でお願い致します

副理事長　細井　俊男

業界短信

事務局だより

　環境・エネルギーをテーマに、
世界及び国内全国より450社・団
体が出展する中部地区最大の異
業種交流の祭典「メッセナゴヤ
2010」が、10月27日㈬～30日㈯
の４日間、名古屋港金城ふ頭ポー
トメッセなごやにおいて開催され
る。開催時間は午前10時から17
時まで、入場は無料。
　会期中、ビジネスセミナー、グ
ローバルセミナー、出展企業によ
るプレゼンテーションが行われる。
　ビジネスセミナーでは、「世
界の構造転換と日本～多様性の世
界を生きる～」と題し㈶日本総合
研究所理事長寺島実郎氏、「中部
圏、低炭素社会への期待」東京工
業大学教授柏木孝男氏、「環境革
新企業を目指して」パナソニック
㈱会長中村邦夫氏が後援する。グ
ローバルセミナーでは、中国から
講師を招聘し開催する。一方、プ
レゼンテーションでは、㈱近藤印
刷近藤高史氏が「どう進む?電子
書籍・最前線」と題し後援する。
　海外環境企業との名刺交換会、
企業の海外進出投資説明会、あ

るいは、名古屋市内の中小企業な
どが自社の優れた技術や商品など
を広く一般にアピールする企業ア
ピール大会なども開かれる。
　（なお、予約制になっている
ものもあるので、詳細については
メッセナゴヤのホームページで確
認を）。
　【印刷関連からの出展社】
　アクティブシステム㈱／㈱イ
ングカワモト／㈱エムアイシーグ
ループ／㈱キングコーポレーショ
ン／小林クリエイト㈱／コムテッ
ク㈱名古屋支店／㈱近藤印刷／㈱
サクラ印刷／サンメッセ㈱／㈱ス
バル／㈱竹尾名古屋支店／㈱DNP
東海／大日本印刷㈱／プリ・テッ
ク㈱／㈱丸和印刷／㈱まんだら舎
／三菱製紙㈱／三菱製紙販売㈱／
㈱名栄社　
　ポートメッセなごやには、名古
屋駅（あおなみ線）～金城ふ頭駅
へ（約24分）→会場まで徒歩５分。
各自動車道から伊勢湾岸道→名港
中央IC降車→開場まで約５分

●メッセナゴヤホームページ
www.messenagoya.jp

TOPICS
生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）連携事業

「メッセナゴヤ2010」開催
中部地区最大級異業種交流の祭典

厚生労働省では、11月1日から11月30日までを

と定めています。

「労働保険適用促進強化期間」

労働保険は労災保険と雇用保険とを総称した名称です。

労働者を雇用する事業場は農林水産業の一部を除き、

全て加入しなければなりません。

事業主の皆さん、労働者を一人でも雇用したら速やかに

加入手続きを、してください。

加入手続き等のご相談は

愛知労働局　労働保険適用課　TEL 052-219-5503
最寄りの労働基準監督署・公共職業安定所にお尋ねください。



　平成22年度９月期理事会（第６回）が、９月21日午後３
時30分より、愛知県印刷会館・会議室で開催されました。
　理事会では、委員会事業の件、愛知県印刷会館建設の件、
愛知県印刷協同組合加入の件、2010全日本印刷文化典in岐
阜の件などが審議されました。このうち、委員会事業の件で
は、マーケティング委員会より、第３回「印刷業大不況にお
ける実情把握アンケート」の集計結果が発表されました。ま

た、経営革新・環境委員会より、第１回ポスターグランプリ
の審査会が終了し、グランプリ、優秀賞などが決定したと報
告されました。
　この他、「全印工連 組合員向け業務用ソフトウェアサポー
トプログラム」と人材確保・育成のための支援制度「ジョ
ブ・カード制度」の内容が説明され、積極的に活用して行く
方向性が打ち出されました。

　理事会の司会は加藤修専務理事が務めました。
　冒頭、挨拶に立った髙井昭弘理事長は、出席者
（29名）に感謝の意を表した後、業界動向にふれ、
印刷会社の倒産が散見されることに懸念を表明。そ
して、需要の減少、低調な設備投資、雇用不安と
所得減少を背景とした消費の不振などのマイナス
要因を挙げ、このような状況の中で「増収増益」を
目指すことは過当競争、自爆を招くと警鐘を鳴らし、
「減収増益」の経営を提唱しました。
　次に、愛知県印刷協同組合への加入活動に言及し、
各支部長の協力を得ながら、支部単位で説明に回っ
ている現状を報告した後、「後ほど詳細を説明して
いただきます」と前置きして、「全印工連 組合員
向け業務用ソフトウェアサポートプログラム」と人
材確保・育成のための支援制度「ジョブ・カード制
度」の概要を説明しました。そして、これらのプロ
グラム、制度は、組合加入者が享受できるメリット

であることを強調し、「メリットが目に見えるよう
な形で組合運営をして行かなければならないと思っ
ています」と組合運営にあたっての決意を述べまし
た。

　■議事
　1）組合員の加入・脱退
　加藤専務理事が「加入、脱退ともなし」と報告し
ました。
　（組合員数／加入累計２、脱退累計３、組合員総
数298／平成22年度期首299）
　2）平成22年度委員会事業の件
　①組織・官公需委員会
　土屋隆司副委員長が、９月15日に県側（出納事
務局）と交渉したと報告し、木野瀬吉孝副理事長が
「県側が積算はできており、ダンピング価格はない
という主張でしたので、過去２カ月間の（落札の）
数字をお互いに調査することを提案しました。また、
落札者に対しては積算資料添付を義務付けることを
申し入れました」と補足説明を行いました。
　②経営革新・環境委員会
　佐藤壽記委員長が、「第１回ポスターグランプリ
の募集と作品の選考が終了しました」と報告しまし
た。また、10月27日開催予定の経営セミナーの説明
を行いました。
　③マーケティング委員会
　鬼頭則夫委員長が、10月26日開催予定のマーケ
ティングセミナーの説明を行いました。また、第３
回「印刷業大不況における実情把握アンケート」の

集計結果を発表しました。なお、今回のアンケート
では新たな項目として「官公庁の入札状況につい
て」と「事業継承について」が加わったことを報告
しました。
　アンケートに関して鳥原久資副理事長が補足説明
を行い、その中で「我々印刷業に限らず、中小企業
を取り巻く環境は厳しいわけですが、その中でどの
ように差別化をして行くのか、非常に苦労している
様子がアンケートに表われていると思います」と感
想を述べました。
　④共済・労務委員会
　猪飼重太郎委員長が、９月26日開催予定の「従業
員・家族合同レクリエーション大会」、平成22年度
後期の鉛・有機溶剤取扱者健康診断（９月下旬募集
開始）、永年勤続優良従業員表彰（伝達式：10月29
日／表彰日：11月１日）、共済事業の進捗状況を説
明しました。
　⑤教育委員会
　松岡祐司委員長が、10月２日開催予定の教育セミ
ナー、11月16日開催予定の第５回印刷寺子屋の説明
を行うとともに、平成22年度技能検定試験（実技試
験、学科試験）、第３回印刷寺子屋の結果を報告し
ました。
　⑥建設委員会
　白井紘一委員長が「三役会などの意見をいただき
ながら、建物をどのようにするか」を検討中である
と報告しました。
　各委員会報告の後、名古屋而立会の荒川壮一会長
が、11月18日開催予定の、愛印工・而立会共催セ
ミナー（テーマ「CSRは健全経営を支える」）の内
容を説明するとともに、参加を要請しました。なお、
CSRに関し、鳥原副理事長が補足説明を行いました。
　3）愛知県印刷会館の件
　平成22年度委員会事業の件での白井委員長の報告
をもって略
　4）愛知県印刷協同組合加入の件
　冒頭の髙井理事長の挨拶における加入活動報告を
もって略
　5）2010　全日本印刷文化典in岐阜の件
　髙井理事長が、文化典の表彰に関連して、研究開
発功労者表彰があることから、この部門での積極的
な申請を要請しました。また、「2010　全日本印刷
文化典in岐阜」への参加、特に10月16日に開催され

る全印工連フォーラムへの参加を要請しました。
　6）その他
　〈全印工連組合員限定アドビライセンス特別価格
提供について〉
　教育委員会の松岡委員長が、「全印工連　組合
員向け業務用ソフトウェアサポートプログラム」
（Adobe Creative Suite Design5 「全印工連特別ラ
イセンスプログラム事業」）の詳細（事業の内容、
特別プログラム参加メリット・参加条件など）を
説明しました。また、プログラムの概要説明セミ
ナーが、10月13日（名古屋駅前の「第二豊田ホー
ル／午後5時より」）に開催されることを報告しま
した。
　〈永年勤続優良従業員表彰規定の改定について〉
　旧来の「組織・共済委員会」から「共済・労務委
員会」への改変にともなうもので、承認されました。
　〈理事会等会議開催日程・持出し理事会〉
　加藤専務理事が報告しました。（略）
　〈ジョブ・カード制度について〉
　髙井理事長が人材確保・育成のための支援制度
「ジョブ・カード制度」を「愛印工としても取り組
むことにしました」と報告し、鳥原副理事長の会社
が実際に活用していることから、鳥原副理事長が手
続きを中心に説明しました。さらに、木野瀬副理事
長が、個々の会社ごとにジョブ・カード制度を活用
しようとすると、手続き、例えば訓練計画の作成、
さらには訓練の実施が大きな負担となるので、「プ
ログラム、講師も含めたセミナーのカリキュラムも
組合で用意」することに三役会で決定したこと、そ
れを鳥原副理事長と岡田邦義副理事長が担当となっ
て取り組むことを決定したことを報告しました。髙
井理事長は「申請上、11月中にプログラムを完成
させなければなりません。でき上がりましたら、紹
介しますので、ぜひ参加していただきたいと思いま
す」と活用を呼びかけました。

－ 4 － － 5 －

平成22年度９月期理事会（第６回）

「サポートプログラム事業」と
　　「ジョブ・カード制度」の概要説明
「サポートプログラム事業」と
　　「ジョブ・カード制度」の概要説明
「サポートプログラム事業」と
　　「ジョブ・カード制度」の概要説明

挨拶する髙井理事長

9月期理事会のもよう



　全印工連では、６月に用紙価格などの調査を実施（回

答数は263社）。その集計結果を発表。回答は、直近

１ヶ月間の平均購入価格とし、ベース価格（薄物、厚物

格差を除外した価格）を基準にしている。

　（１）国産紙の購入価格（全国平均）

　前回調査（21年６月）以降も景気の低迷を受け、需要

は大きな動きもなく一進一退を繰り返している。各メー

カーは販売量を確保するために価格維持に努め、値上げ

の動きはまだ見られていない。調査結果では、全品種で

引き続き横ばい、低落傾向が続いている。金額では１円

から９円、割合では１％から７％程度の低下が見られる。

また、品種間による値動きの違いはほぼ見られなかった。

なお、中質紙の巻取はサンプル数が極めて少なかったた

め、実勢が結果に正しく反映されていない可能性がある。

　（２）国産紙の購入価格（地区別）

　北海道、東北、関東甲信越静、東京、中部、近畿、中

国、四国、九州ともほぼ全ての品質において、価格低下

が見られた。特に、低下の大きさが目立ったのは近畿地

区で、多くの品種で10円以下の値下がりをしている。特

に、A3コート・再生コート紙については、平均して15

円以上の低下を示している。その他、中国、九州地区で

コート白ボール紙が20円を超える大幅な値下がりが見ら

れる。

　全国平均を指標とした場合の比較では、北海道・東

北・中国・九州地区で、多くの品種が上回ったが、東

京・近畿地区では、ほぼ全品種が全国平均を下回った。

　（３）輸入紙の購入価格

　前回調査で国産紙と価格差が拡大していたが、本年度

も上質紙・A3コート紙において低下の幅が大きく、価格

差はさらに拡大した。特に、A3コート紙の平判について

は、前回に引き続き購入量によっては20円程度の開きが

出た。

　（４）輸入紙の購入について

　①購入動向　輸入紙の購入動向を調査すると、「すで

に購入している」が２ポイント減少し、「購入したこと

はないが興味はある」が２ポイント増加している。その

他の質問項目は横ばいで、関心はあるものの、未購入の

各社が購入に踏み切るような大きな動きはない。

　②購入量　全体の購入量に対する輸入紙の比率は、

10％以下で目立った変化はなかったものの、11～30％

の購入量のある社数が６社で11％と増加している。し

かし、30％以上の回答が無くなり、購入比率が実質横

ばい傾向にあることが伺える。

　（５）用紙価格の見込み、品薄感について

　22年秋までの用紙価格の見込みについては、「現状維

持」とみる企業が約82％、「低下」とみる企業は11％

で、ほとんどの企業が「現状維持」と見ていることがわ

かった。また、印刷用紙の品薄感については。「ない」

が62％、「ある」が16％で前回調査時から品薄感は若干

減少している。品薄感のある品種としては、A2マット、

再生上質紙、A3コート、微塗工紙などがあげられる。

　（６）CTP版、PS版の購入価格（地区別）

　CTP版は、東北、関東甲信越静、東京、中国地区が全

国平均を上回る価格となり、PS版については、北海道、

東北、関東甲信越静地区が全国平均を上回った。CTP・

PS版とも、東北、関東甲信越静、東京で500円前後上昇

しているが、中部地区以西では横ばい傾向にある。なお、

１㎡当たりの単価での回答は、菊全サイズに換算して購

入価格を算出した。
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全日本印刷工業組合連合会

「平成22年度６月分 用紙価格など調査集計結果」
国産紙の購入価格全ての品質で価格低下／品薄感若干減少／CTP版全国平均を上回る

国産紙の購入価格（東京・中部・近畿のみ）

CTP・PS版の購入価格

印刷用紙の品薄感

用紙価格の見込み

輸入紙の購入動向

輸入紙の購入量



　愛知県印刷工業組合主催の「第１回ポスターグラ
ンプリ」の審査会が、９月13日愛知県印刷会館・会
議室で開かれた。
　ポスターグランプリは、愛印工組がCOP10（生
物多様性条約第10回締約国会議）に協賛して企画し
たもの。テーマを「環境保護（Human Life is Also 
One＝人間もまた一つの命）」とし、愛知県内の大
学、専門学校、高校を対象に作品（B2判・縦型パネ
ル）を募集したところ、206点の応募があった。
　高北幸矢審査委員長（名古屋造形大学学長／グラ
フィックデザイナー）はじめ６名の審査委員による
厳正な審査の結果、グランプリ、優秀賞、特別賞な
どの入賞作品を決定した。
　入賞・入選作品は、「愛知県印刷工業組合 第１
回ポスターグランプリ展」として、９月28日から10
月３日（午前10時～午後５時／最終日は午後４時ま
で）の間、電気文化会館５階西ギャラリー（名古屋

市中区栄２-２-５）で展示、一般公開される。また、
最終日の10月３日午前10時30分より、表彰式が会場
内で行われる。
　【受賞者氏名・学校】
　▼グランプリ（最優秀賞）：林 大希（名古屋芸術
大学）
　▼優秀賞／大学生・専門学校生の部：冠者佐奈江
（名古屋芸術大学）、吉村厚軌（名古屋市立大学）、
大平穂波（名古屋芸術大学）
　▼優秀賞／高校生の部：明賀 晃（常滑高等学校）、
松本なつこ（常滑高等学校）
　▼中部経済産業局長賞：斎藤可那子(名古屋芸術大学)
　▼愛知県知事賞：武 涛寿（名古屋造形大学）
　▼名古屋市長賞：松野智子（専門学校日本デザイ
ナー芸術学院）
　▼愛知県教育委員会賞：蔵坪愛花(名古屋芸術大学)
　▼名古屋市教育委員会賞：西 美穂(名古屋造形大学)

　▼全印工連会長賞：辻 華香（名古屋芸術大学）
　▼中日新聞社賞：藤竿祐紀（名古屋総合デザイン
専門学校）
　▼協賛会社賞：㈱メディアテクノロジージャパ
ン賞：下堂薗里奈（名古屋総合デザイン専門学校）、
富士フイルムグラフィックシステムズ㈱賞：加藤
順子（名古屋学芸大学）、㈱小森コーポレーション
賞：轟 哲也（名古屋総合デザイン専門学校）、中
央紙通商㈱賞：細川直祥（名古屋市立大学）、㈱
アクアス賞：小倉こずえ（名古屋造形大学）、㈱
共同紙販ホールディングス名古屋支店賞：加納奈美
紀（専門学校日本デザイナー芸術学院）、㈱光文堂
賞：ベンウェル満世（愛知県立名古屋高等技術専門
校）、日本紙通商㈱賞：小木曽永梨（名古屋学芸大
学）、日本製紙㈱中部営業支社賞：片田 綾（愛知
県立名古屋高等技術専門校）、㈱T&K TOKA賞：
東 沙李（名古屋学芸大学）、㈱キングコーポレー
ション賞：松田佳歩（名古屋芸術大学）、
国際紙パルプ商事㈱賞：佐竹美波（名古屋学芸大
学）、北越紀州製紙㈱賞：辻本賢司（名古屋造形大
学）、名古屋紙商事㈱賞：東浦理沙（名古屋市立大
学）、大阪印刷インキ中部販売㈱賞：福井良紀（名
古屋学芸大学）、㈱シロキ賞：水谷さち子（名古屋
造形大学）、日本紙パルプ商事㈱賞：森野瑞貴（名
古屋造形大学）、DICグラフィック㈱賞：坪倉里奈
（名古屋造形大学）、ウエノ㈱名古屋営業所賞：川
合祐末（名古屋学芸大学）、コダック㈱賞：馬渕 愛
（名古屋造形大学）、平和紙業㈱賞：渡邉 彩（名
古屋学芸大学）、東洋インキ製造㈱中部支社賞：湯
口晶子（名古屋芸術大学）、㈱モリサワ名古屋支店
賞：原田歩美（名古屋学芸大学）、王子製紙㈱中部
営業支社賞：成宮 緑（名古屋造形大学）、富士ゼ
ロックス㈱賞：墨 容子（名古屋造形大学）、コニカ
ミノルタビジネスソリューションズ㈱賞：今井彩花
（名古屋造形大学）【敬称略】
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●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 マーケティングセミナー
 「電子書籍が印刷業に与える影響！」
ところ ウインクあいち 12階 1201会議室
講師：植村八潮　氏（東京電気大学出版局）
参加費：組合員1人2,000円、一般1人3,000円
事業・行事 経営セミナー
 「お客様が求める新たな時代の印刷
   ソリューション営業」
ところ ウインクあいち 11階 1101会議室
講師：伊藤　直行　氏
　　　（㈱バリューアシストジャパン 代表取締役）
参加費：組合員1人2,000円、一般1人3,000円
事業・行事 平成22年度
 永年勤続優良従業員表彰伝達式
ところ 愛知県印刷会館　３階　会議室
会長及び理事長表彰（10年以上表彰）
県知事表彰（15年表彰）
事業・行事 印刷寺子屋
 「さらなる飛躍のために絶対必要な
   ことは、会社の『変革』です！」
ところ 愛知県印刷工業組合
定員30名、　参加費無料
事業・行事 愛印工組・名古屋而立会共催セミナー
 「ＣＳＲが健全経営を支える」
ところ 栄ガスビル
講師：景山 摩子弥氏 
　　　（横浜市立大学CSRセンターLLPセンター長）
参加費：組合員及び名古屋而立会員無料
　　　　一般一人1,000円

10月26日㈫
18：30～
　　 20:30

10月27日㈬
18：30～
　　 20:30

10月29日㈮
11：00～
　　 12:00

11月16日㈫
19：00～
　　 20:30

11月18日㈭
18：30～
　　 20:30

●身近な催し物のお知らせ（関係団体）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 2010全日本印刷文化典in岐阜
ところ 岐阜グランドホテル（岐阜市）
全印工連・岐阜印刷工業組合 ホームページご参照ください
事業・行事 印刷学会中部支部セミナー
 秋季印刷情報セミナー
 「新しい印刷の潮流を学ぶ」
ところ 東桜会館
会費：7,000円（3名以上の参加費:１人につき6,000円)

愛知県印刷工業組合ポスターグランプリ

応募作品206点の中から、グランプリ（最優秀賞）決まる

グランプリ（最優秀賞）に林 大希氏（名古屋芸術大学）

10月15日㈮
　～16日㈯

10月28日㈭
13：00～
　　 16:40

ポスターグランプリ審査のもよう 審査委員と愛印工の担当役員ら



　記念式典は、日印産連副会長の水上光啓氏（全日
本印刷工業組合会長）の開会の辞に続き、猿渡会長
が挨拶に立ち、「印刷産業においてもインターネッ
トをはじめ、デジタルサイネージなど新しいメディ
アが台頭し、企業の広告宣伝や販売促進にも大きな
変化が起きている。
　また、本年は電子書籍元年といわれているように、
出版の有り様も大きく変わっていく可能性が高まっ
てきた。
　これらの変化は私たち印刷産業にとって、従来の
ビジネスモデルを大きく見直す契機になっている。
　メディアの多様化、デジタル化が今後さらに進展
する中で、印刷産業の培ってきた技術やノウハウが
必ず求められ、新しいビジネスモデルの中でも印刷
産業には大きな役割を担うことを確信している」と
述べた。
　次いで、来賓の祝辞の後、日印産連副会長の小谷
達雄氏（日本フォーム印刷工業連合会会長）により
「2010年９月印刷の月アピール」が行われた。

　続いて、日本印刷産業連合会表彰授与式に移り、
団体運営を通じて印刷産業の発展、向上に寄与した
多数の人が栄誉に輝いた。その中で、業務の進歩、
改善に貢献、また、多年にわたり業界指導に貢献し
た人に贈られる印刷振興賞を伊藤民康氏（伊藤印刷
㈱社長）が受賞した。
　第９回印刷産業環境優良工場表彰では経済産業大
臣賞に㈱金羊社御殿場工場が受けた。
　今回、愛印工組の組合員からの受賞工場はなかっ
た。ちなみに、お隣岐阜県では、岐阜印工組の四橋
英児理事長の会社、ヨツハシ㈱本社工場が奨励賞を
受けている。

　〈印刷振興賞を受けた伊藤民康氏の受賞理由〉　
「平成６年より16年２ヵ月に亘り中部フォーム印
刷工業会監事、理事を歴任し、この間、愛知県印刷
工業組合役員も併せて歴任し、地域印刷産業の振興、
地位向上に尽力した功績は顕著である。よって印刷
振興賞を授与する」。

　恒例の「従業員・家族合同レクリエーション大
会」が、９月26日、開催されました。今回のレク
リエーション大会の会場となったのは、長野県木曽
郡上松町にある森林浴発祥の地「赤沢自然休養林」
（標高1,080ｍ）。参加者178名でした。
　早朝、名古屋から３台、岡崎から１台、豊橋から
２台、出発した参加者を乗せた観光バスは、午前９
時過ぎに恵那峡SAで集合。お茶と弁当を積み込み、
一路、赤沢自然休養林へ。昼前に現地到着後、担当
の共済・労務委員会の猪飼重太郎委員長と髙井昭弘

理事長が挨拶しました。髙井理事長は、共済・労
務委員会の設営に感謝の意を表するとともに、参加
者に「良い天候に恵まれました。事故のないよう気
をつけて、森林浴、ウォーキングを楽しんでくださ
い」と述べました。
　この後、参加者は爽やかな秋風に吹かれながら、
赤沢美林の八つの散策コースを思い思いにウォーキ
ングし、「たっぷりの緑の空気を深呼吸」（赤沢美
林散策マップより）しました。
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日印産連／「９月印刷の月」記念式典開催

新たな印刷産業の創造を目指す！
伊藤民康氏（伊藤印刷㈱）が印刷振興賞

　㈳日本印刷産業連合会（猿渡智会長・以下日印産連）の25回目となる
「印刷の月」記念式典が、９月15日、東京・永田町のホテルニューオータニ「鶴
の間」で開催され、全国より700名が参加した。記念式典の席上、印刷産業
連合会表彰が行われ、印刷振興賞を伊藤印刷㈱伊藤民康氏が受賞した。

従業員・家族合同レクリエーション大会

参加者178名が森林浴発祥の地「赤沢自然休養林」でウォーキング

振興賞を受賞した伊藤氏

名古屋から出発した１号車の参加者 豊橋から出発した７号車の参加者

共済・労務委員長の猪飼委員長と髙井理事長の挨拶「赤沢自然休養林」の入口に立つ看板

岡崎から出発した５号車の参加者 赤沢美林の渓流沿いを走る森林鉄道



　■ソイシール仕様許諾契約業務終了および植物油
インキマーク表示への切り替えについて
　アメリカ大豆油協会では、本年９月末日をもって、
同協会の組織変更を理由に国内のソイシール使用許
諾の契約業務を終了する。これに伴い、印刷インキ
工業連合会では、ソイシールの代替えとして植物油
インキマーク表示への切り替えを勧めており、植物
油インキの普及を推進している。（別項参照）
　■日印産連「オフセット印刷サービス」グリーン
基準の一部改定について
　古紙リサイクル適性ランクリストのBランクのPP

　印刷インキ工業連合会は、植物油インキ製品のラ
ベル表示について、10月１日を目途に、ソイシール
(大豆油インキマー)から植物油インキマークへ順次
切り替えしていくよう会員各社に要請し、需要家に
も理解を得るように努めている。
　同連合会では、大豆油インキを包含する植物油イ
ンキの基準及び表示マークを制定し、2009年２月
から会員各社において製品へのラベル表示を逐次行

貼りは、古紙再生阻害要因となっているが、VOC
発生抑制・長期使用・CO2削減の側面では、Aラン
クのニス引きやプレスコートより優れている点もあ
り、GP認定の課題となっていた。これらを配慮し
た結果、本年９月15日より日印産連「オフセット印
刷サービス」の表面加工材料のグリーン基準を下記
の通り改定し、GP認定に適用する。
　■GP資機材認定制度におけるGPマーク表示につ
いて
　日印産連では、グリーン自主基準に適合した印刷資
機材にGPマークを表示する「GP資機材認定制度」
を本年10月から開始する。印刷資機材のGPマークは
スリースターからワンスターまでの３種類あり、星の数
が多いほど環境配慮の度合いが高くなる。認定番号
には、頭に「資機材」、続いて資機材メーカー番号、
資機材の種類のアルファベット（S：洗浄剤、H：エッチ
液、Y：製版薬品）の番号が表示される。（図参照）

なってきました。しかし、10年近くにわたって市場
に供給されてきた大豆油インキは、社会への普及度、
印刷物発注者の認知度も高いことから両マークを併
用してラベル表示し、出荷されているのが現状です。
　同連合会では、需要家に向け、次のような文章を
発表しました。「植物油インキは環境対応という点
から見て、大豆油インキと遜色は無く、一方で、食
用である大豆油に限定せず、非食用である植物油に
も使用を拡大したという点で大豆油インキを凌駕し
ていると考える。大豆油インキを包含する基準とし
て設定された植物油インキであり、表示マークの統
一を図ることが本来の趣旨でもある」。
　アメリカ大豆油協会では、８月２日、今年９月末
日でソイシール使用許諾契約業務を終了し、2011年
４月末日で期限切れとなる日本での商標登録の更新

はしない旨発表しました。これにより終了後は、ソ
イシール表記の製品を市場に供給することは困難に
なります。
　また、日本印刷産業連合会が制定した「オフセッ
ト印刷サービス」グリーン基準の大豆油インキに係
わる部分では、2009年10月に植物油インキに改定さ
れており、グリーンプリンティング工場認定制度も
この改定されたグリーン基準に基づいて実施されて
います。
　印刷インキ工業連合会では、このような経緯から、
大豆油インキから植物油インキへの表示ラベルの切
り替えについて、需要家に理解を求めています。
　今後も大豆油インキを希望する需要家に対しては、
日本国内におけるソイシール商標存続期間中に限り、
要望に沿った製品提供をしていきます。
　なお、植物油インキマークの表示については、印
刷インキ工業連合会にホームページに掲載されてい
る所定の書式をダウンロードし、使用登録手続きを
行うだけで使用が可能です。

　経済産業省は｢印刷業における下請適性取引
等の推進のためのガイドライン｣を作成した。
これを受け、㈳日本印刷産業連合会（猿渡智会
長）では、同ガイドラインの説明会を11月末に
開催する。
　これを通じて下請ガイドラインの普及を推進
していく。
　下請ガイドラインは親自業者と下請自業者間
の望ましい取引関係の構築を図るため、経済産

　【植物油インキ】
　植物油とは、再生可能な大豆油、亜麻仁油、桐油、
ヤシ油、パーム油など植物由来の油、及び、それら
を主体とした廃食用油などをリサイクルした再生油
のこと。　
　植物油インキは、インキ中に含有する植物油、ま
たは、植物油を原料としたエステルとの合計が含有
基準量（重量％）以上のインキを指す。
　ノンヒートオフ輪インキ30％以上、枚葉インキ
20％以上(ただし、金・銀・パール・白インキは
10％以上)、ヒートセットオフ輪インキ７％以上、
各種UVインキ７％以上となっている。

業省が業種別に策定しているもの。業種の特性
に応じて下請代金法や独占禁止法上問題となる
行為の具体的な解説を行っている。
　印刷産業に関しては、既に策定されていた11
業種に加え、６月30日に新規４業種（印刷産業、
紙・紙加工品産業、鉄鋼産業、化学産業）とし
て追加された。
　同ガイドラインは中小企業庁のWEBサイト
で本文を閲覧することができる。
　日本印刷産業連合会では、ガイドラインの要
点を抑えた冊子なども作成し、より理解と普及
を促進していくとしている。

－ 12 － － 13 －

全日本印刷工業組合連合会環境委員会からの報告

■参考資料

【環境NEWS】

印刷インキ工業連合会
「植物油インキマーク」へ切り替え要請

ソイシールは商標期限終了

■経済産業省「下請ガイドライン」

日印産連、普及に向け説明会
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【役員人事】
　■㈱大洋堂
　㈱大洋堂（名古屋市中川区大畑町

2‐30）では、この程役員人事を行い、

代表取締役社長に大河内康史氏、代

表取締役会長に大河内孝男氏が就任

した。

　■プリ・テックグループ
　プリ・テックグループでは、この

程役員人事を行い、下記の新体制を

敷いた。

　プリ・テック㈱（愛知県西尾市緑

町1‐24）では、代表取締役社長に森

邦明氏が就任。

　半田中央印刷㈱では、取締役社長

に森邦昭氏が就任。

　トーヨー印刷㈱では、代表取締役

社長に髙井昭弘氏が就任。

　プリテックメディア㈱では、代表

取締役社長に髙井秀和氏が就任。

　■東栄株
　東栄㈱（春日井市中切町3‐3‐1）

では、この程役員人事を行い、代表

取締役社長に吉田和彦氏、代表取締

役会長に吉田毅氏が就任した。

　【合併・社名変更】
　「株式会社シノハラ」新発足

　株式会社篠原鐵工所と篠原商事

株式会社は、この程製版統合の上新

社名「株式会社シノハラ」と社名を

改称し、10月１日新発足した。代

表取締役は篠原幹夫氏。住所＝静

岡県静岡市葵区産女1022　TEL＝

054‐276‐2008。

■ポスターグランプリの審査会が行
われ、グランプリ（最優秀賞）ほか
各受賞者が決まりました。審査にあ
たった高北審査委員長が「応募作品

のレベルの高さがうかがえた。ポス
ターグランプリを通じ学生と印刷業
回の相互関係、認識が深まったこと
と思う」とコメントしています。来
月号で表彰式、展示会の模様をお伝
えします。

－ 14 － － 3 －

巻頭言

　愛知県印刷工業組合では、COP10の開催に協
賛し、初の試みとして「環境保護」をテーマに
した第１回ポスターグランプリを開催しました。
　愛知県の高校生以上の学生たちを対象に行わ
れたコンテストには、沢山の作品を応募してい
ただきました。優秀な作品が多数あり入賞・入
選作品を電気文化会館で展示・表彰をしました。
　中部経済産業局を始めとする後援していただ
いた皆様と各企業の方々には、たいへんお世話
になりありがとうございました。
　また、今回審査委員長である名古屋造形大学
の高北校長先生を始めとする審査員の皆様にも
たいへんお世話になりました。それと経営革新
委員会の皆さんもお疲れ様でした。
　おかげさまで、手探り状態ではありましたが、
一応成功に終わったのではないかと考えていま
す。今回の反省を含めて、次回開催するかを決
めて行きたいと思います。
　今回応募の学生さんたちは、ほとんどがデザ
イナーの卵です。デザインと我々印刷業は、非
常に近いところにあります。できればこのポス
ターグランプリが、我々印刷業界の登竜門的な
存在になれると良いと思っています。
　団塊ジュニアの就職を最後に新たに学校を卒

業して社会に入る若者が減り、一方、数の多い
昭和10年代生まれの定年退職者が本格化したた
め、就業者総数の減少が生じたのです。
　しかしながら我が国の「総需要の縮小」は
国民の加齢、少子化によるところが大であり、
「構造的なデフレ体質」はここに起因するので
はないでしょうか。需要が縮小し続ける構造に
なっているのですから、今後も淘汰による供給
の削減は必然と考えられます。
　世界経済が回復したとしても、日本の消費
が以前のように戻ることは無いと思います。過
当競争の優勝劣敗が続く中を、３年先、５年先、
10年先へと生き抜かなくてはなりません。現
に10年前、輪転機にインクジェットが付いてい
たりして、なんて夢物語を言ってはいましたが、
すでに現実味を帯びています。
　想像以上に早いスピードで環境が変わる時
には、現状認識だけでなく、時代認識も求めら
れます。今はどういう時代なのかという認識が
あって初めて行動に移すことができます。課題
を見つけ、的確に次の手を打っていく。自立し
て生き抜くには、リーダーの臨機応変な決断と
行動力が試されるのではないでしょうか。

「臨機応変の決断と行動力」
  でお願い致します

副理事長　細井　俊男

業界短信

事務局だより

　環境・エネルギーをテーマに、
世界及び国内全国より450社・団
体が出展する中部地区最大の異
業種交流の祭典「メッセナゴヤ
2010」が、10月27日㈬～30日㈯
の４日間、名古屋港金城ふ頭ポー
トメッセなごやにおいて開催され
る。開催時間は午前10時から17
時まで、入場は無料。
　会期中、ビジネスセミナー、グ
ローバルセミナー、出展企業によ
るプレゼンテーションが行われる。
　ビジネスセミナーでは、「世
界の構造転換と日本～多様性の世
界を生きる～」と題し㈶日本総合
研究所理事長寺島実郎氏、「中部
圏、低炭素社会への期待」東京工
業大学教授柏木孝男氏、「環境革
新企業を目指して」パナソニック
㈱会長中村邦夫氏が後援する。グ
ローバルセミナーでは、中国から
講師を招聘し開催する。一方、プ
レゼンテーションでは、㈱近藤印
刷近藤高史氏が「どう進む?電子
書籍・最前線」と題し後援する。
　海外環境企業との名刺交換会、
企業の海外進出投資説明会、あ

るいは、名古屋市内の中小企業な
どが自社の優れた技術や商品など
を広く一般にアピールする企業ア
ピール大会なども開かれる。
　（なお、予約制になっている
ものもあるので、詳細については
メッセナゴヤのホームページで確
認を）。
　【印刷関連からの出展社】
　アクティブシステム㈱／㈱イ
ングカワモト／㈱エムアイシーグ
ループ／㈱キングコーポレーショ
ン／小林クリエイト㈱／コムテッ
ク㈱名古屋支店／㈱近藤印刷／㈱
サクラ印刷／サンメッセ㈱／㈱ス
バル／㈱竹尾名古屋支店／㈱DNP
東海／大日本印刷㈱／プリ・テッ
ク㈱／㈱丸和印刷／㈱まんだら舎
／三菱製紙㈱／三菱製紙販売㈱／
㈱名栄社　
　ポートメッセなごやには、名古
屋駅（あおなみ線）～金城ふ頭駅
へ（約24分）→会場まで徒歩５分。
各自動車道から伊勢湾岸道→名港
中央IC降車→開場まで約５分

●メッセナゴヤホームページ
www.messenagoya.jp

TOPICS
生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）連携事業

「メッセナゴヤ2010」開催
中部地区最大級異業種交流の祭典

厚生労働省では、11月1日から11月30日までを

と定めています。

「労働保険適用促進強化期間」

労働保険は労災保険と雇用保険とを総称した名称です。

労働者を雇用する事業場は農林水産業の一部を除き、

全て加入しなければなりません。

事業主の皆さん、労働者を一人でも雇用したら速やかに

加入手続きを、してください。

加入手続き等のご相談は

愛知労働局　労働保険適用課　TEL 052-219-5503
最寄りの労働基準監督署・公共職業安定所にお尋ねください。
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